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   Primary small cell carcinoma of the renal pelvis is rare. We report a case of combined small 
cell and transitional cell carcinoma of the renal pelvis. The patient was a 78-year-old man with 
macrohematuria. He was diagnosed with right pelvic tumor by right retrograde pyelography and 
computerized tomography. 
   A right radical nephroureterectomy was performed. Histological sections of the tumor showed 
a mixture of small cell and grade 2 transitional cell carcinoma. Positivity for Grimelius was noted 
in the small cell component. Masson-Fontana, chromogranin A, serotonin, keratin, leucocyte com-
mon antigen (LCA), neuron specific enolase (NSE), adrenocorticotropic hormone  (ACTH), growth 
hormone (GH) and somatostatin were negative. 
   Ultrastructurally, the tumor cells were tightly packed and attached together by scattered des-
mosomes. There were no neurosecretory granules. Seven months after operation, the patient died 
with peritonitis carcinomatosa. At autopsy, a metastatic tumor was found in the liver and retro-
peritoneal lymph node. Other organs were not involved. Especially, there were no abnormalities 
in the lungs. 
                                                    (Acta Urol. Jpn.  41: 47-50, 1995) 













医 を 受診,腹 部CTに て右 腎 に腫 瘤 陰 影 が 認 め られ
た た め7月8日 当科 外 来 を 受 診 した.こ の際 に 施 行 さ
れ た逆 行 性 腎 孟 造影 に て,右 腎 孟 尿 管移 行 部 の壁 不 整
が 認 め られ,ま た 右 尿 カテ尿 の細 胞 診 に てclass　Vの
所 見 が え られ た た め8月3日 当科 入 院 と な った
　 入 院 時 現 症:身 長16LIcm,体重58.2kg,脈拍74/
分 ・整,血 圧133/66　mmHg,理 学 的 には 胸 腹 部 に 異
常 所 見 を 認 め なか った.
　 入 院 時 検査 所 見:血 液 一般 検査 で は,白 血球 数 が
9,080/Pt1と軽 度増 加 し,赤 血球 数329×lo4,ヘモ グ ロ
ビソ9.Og/d1と軽 度 の 貧血 を認 め て い た.血 液 生 化
学 検 査所 見 で は,ク レア チ ニ ソL6　mg/dl,クレア チ
ニ ソ ・ク リァ ラ ソス36.4ml/minと腎 機 能 の 低下 が 認
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黒松,ほ か=腎 孟腫瘍 ・小細胞癌
られ た.ま た 一 部 粘膜 には 移 行 上 皮 癌(grade2)の
増 殖 が 認 め られ た(Fig.4).腫瘍 細 胞 の鍍 銀 染 色 の 結





matostatin染色 は す べ て 陰 性 で あ った.移 行 上 皮 癌
領域 の 上記 染 色 の結 果 は す べ て 陰性 で あ った,電 顕 的
病 理 検 査 で は,腫 瘍 細 胞 内 の 神経 分 泌穎 粒 は 認 め られ
なか った が,密 に増 殖 す る腫 瘍細 胞 とこれ らの細 胞 に
付着 す る未発 達 の デ ス モ ゾ ー ムが認 め られ た.以 上 の
所見 よ り腎孟 原 発 の小 細 胞 癌 お よび移 行 上 皮 癌 の 合 併
で あ る と診 断 された.
術 後 経 過:患 者 の家 族 の 強 い 希 望 に よ り,術 後 化 学
法 は 施 行 せず 外 来 通 院 とな った が,術 後4ヵ 月 目の 腹
部CTに て 肝 に原 発 巣 か らの転 移 と思 わ れ る腫 瘍 陰
影 を 認 め,術 後7ヵ 月 目の 平 成5年3月15日 癌 性 腹 膜
炎に て 他 院 で死 亡 した.
剖 検 所 見=肝 お よび 腹 部 大 動脈 周 囲 リ ソパ節 に 多 発
性 転 移 が認 め られ た が,肺 を 含 め そ の他 の臓 器 に は腫













































癌,腺癌,肉 腫との合併もみ られた とい うYoung
andEble6)の報告があ り,これ に尿路上皮腫瘍 がさ
まざまな分化を示すことを考え合わせれば,尿 路系小
細胞癌が尿路系腫瘍の示す形態の一つであるとい うこ
とも考えられる.今後の症例の集積に期待 したい.
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